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6 A氏，B氏，C氏は起業したいと思っているが，1人では不可能で，最低 2人が組む必要があるとする．3

人が組めば 72億円の利益が見込め，A氏と B氏が組めば 50億円，A氏と C氏が組めば 32億円，B氏と C氏が

組めば 20億円の利益が見込めるとする．いま，3人が組んで起業した結果 72億円の利益が得られたとき，その

配分について考える．以下では，A氏，B氏，C氏のそれぞれの分配額を x; y; zで表す．

(1) 3人で組んだ場合に，2人で組んだ場合以上の利益の分配を，それぞれが要求すると

] x; y; z = 0 ÝÝ 1

x+ y+ z = 72 ÝÝ 2

x+ y = 50 ÝÝ 3

x+ z = 32 ÝÝ 4

y+ z = 20 ÝÝ 5 （単位：億円）

となる．ここで，2は 3人の分配額の合計が得られた利益の 72億円になることを表し，3は A氏と B氏

の分配額の合計は 2人が組んだ場合に見込める利益の 50億円以上になることを両氏が要求することを表し，

4は A氏と C氏の分配額の合計は 2人が組んだ場合に見込める利益の 32億円以上になることを両氏が要

求することを表し，5は B氏と C氏の分配額の合計は 2人が組んだ場合に見込める利益の 20億円以上に

なることを両氏が要求することを表している．

これらの条件を満たす各人の分配額の中で，A 氏の分配額が最小となる分配額の組み合わせは，x =

85 86 ，y = 87 88 ，z = 89 90 である．（単位：億円）

(2) 次に，(1)の条件のうち3～5を仮定せず，1と2のみを仮定するとU x; y; z = 0 ÝÝ 1

x+ y+ z = 72 ÝÝ 2 （単位：億円）

となる．ここで，50¡ (x+ y)を AB両氏の不満，32¡ (x+ z)を AC両氏の不満，20¡ (y+ z)を BC

両氏の不満，¡xを A氏の不満，¡yを B氏の不満，¡zを C氏の不満と定義し，これらを小さくする分

配を考える．このように不満を定義した理由は，A氏と B氏が組めば 50億円の利益を見込めたのであるか

ら，分配額との差 50¡ (x+ y)が大きいほど AB両氏のいわゆる不満は大きいと考えたからである．AC

両氏の不満，BC両氏の不満についても同様である．また，A氏の不満を ¡xとしたのは，A氏の分配が

大きいほどいわゆる不満は小さくなると考えたからである．B氏の不満，C氏の不満についても同様であ

る．なお，不満は負の値になる場合もあることに注意すること．

いま，これらの不満の最大値をMとすると，明らかに AB両氏の不満，AC両氏の不満，BC両氏の不満，

A氏の不満，B氏の不満，C氏の不満はいずれもM以下となる．このとき，Mを最小化する zの値は

91 92 であり，xの範囲は 93 94 5 x 5 95 96 となる．（単位：億円）


